
船舶事故等調査報告書 

                                     平成２３年１月２７日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第８７号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年５月１７日 ０６時３６分ごろ 

発生場所 和歌山県串本町潮岬沖 

潮岬灯台から真方位１２８°２.１海里付近 

（概位 北緯３３°２５.０′ 東経１３５°４７.２′） 

事故等調査の経過  平成２２年５月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 TIAN
ティエン

 YUAN
ユアン

８、１,４９６トン 

   ８６２５２０８（ＩＭＯ番号）、TIAN CHEN SHIPPING CO,LTD 

Ｂ 漁船 千
ち

穂
ほ

丸、３.９１トン 

   ＷＫ３－１１８４２（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、船長資格免状 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 船長Ｂが頭部に軽い打撲傷 

 損傷 Ａ 左舷船尾に長さ約２.６ｍの擦過傷 

Ｂ 船首部の約１.１ｍにわたって破損・破口 

 事故等の経過 Ａ船は、船長Ａほか９人が乗り組んで潮岬沖を東進中、Ｂ船は、船長Ｂ

が１人で乗り組み、極微速力で南進しながら潮岬沖付近でカツオ漁に従事

中、船長Ｂが、平成２２年５月１７日０６時３３分ごろ、潮岬沖付近でＡ

船を右舷前方に認めたが、Ａ船が操業中のＢ船を避けてくれると思い、Ａ

船に注意を払わなかった。 

両船は０６時３６分ごろ、Ａ船の左舷船尾とＢ船の船首とが衝突した。 

Ａ船は、海上保安部に通報し、両船は、それぞれ自力で最寄りの串本港

に入港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：穏やか 

 その他の事項 両船とも、浸水や油の流出はなかった。 

船長Ｂは、船体の損傷も自身の負傷も軽微なものであったので、そのま

ま操業を続け、０９時ごろ帰港した。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は、潮岬沖において東進中、Ｂ船と衝突し

たものと考えられるが、Ａ船の関係者から情報が

得られなかったため、Ａ船の運航状況を明らかに

することはできなかった。 

Ｂ船は、潮岬沖において、カツオ漁を行いなが



 

ら南進中、船長Ｂが、操業中のＢ船をＡ船が避け

てくれると思いこみ、適切な見張りを行っていな

かったことから、Ａ船と衝突したものと考えられ

る。 

原因 本事故は、潮岬沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船がカツオ漁を行いなが

ら南進中、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




